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「絵本なんか・・・」と言わず、是非手に取ってみて下
さい。
「戦争なんか起こるはずがない・・・」と思わず、是非
ページをめくってみて下さい。
「2004 年5月3日、ひとりの人が、新聞やテレビで報道さ
れる“パズルのピース”に漠然とした不安を感じ、試し
にそれらを並べてみたのが、この絵本の原案」だそうで
す（本文p.33）。この絵本は、私達のようなひとりの人
の小さな不安から紡ぎ出された本なのです。
今は（この原稿を書いているのは）、2020年の12月です。
パズルのピースは、どんどん存在感を増しています。
10分もかからずに読めてしまいます。読んでいる途中に、
「そんな、まさか・・・」「おおげさだぁ・・・」なん
て、呟くかもしれません。でも、それが「まさか」では
なくて、「おおげさ」でもない理由/根拠も、この絵本に
は示されています（後ろの方に、絵本のそれぞれのペー
ジに関係する「法令や政府発表」が掲出されているので
す）。
専修大学のCMじゃありませんが（笑）、「私たちは未来
へ向かうタイムマシンにのっている」のです。「私に
もっといい未来」、それは決して、誰かを殺めることで
も、誰かに殺められることでもないはず。今、私達の周
りで何が決められ、社会はどこに向かおうとしているの
か。
この絵本は、正しく恐れ、考えるためのきっかけと情報
を提供してくれます。
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